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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年2月12日(2010.2.12)

【公開番号】特開2008-154894(P2008-154894A)
【公開日】平成20年7月10日(2008.7.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-027
【出願番号】特願2006-348882(P2006-348882)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   6/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   6/00    ３５０Ｚ
   Ａ６１Ｂ   6/00    ３２０Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月22日(2009.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｘ線を使用して被写体を撮影するＸ線撮影部と、該Ｘ線撮影部で取得した生画像に対し
て画像処理をする画像処理部と、該画像処理部で画像処理した診断画像を表示する表示部
とを備えたＸ線透視撮影装置において、
　前記画像処理部は、前記生画像が動画像である場合に前記生画像に対し動画像処理を行
う動画像処理部と、前記生画像が静止画像である場合に前記生画像に対し静止画像処理を
行う静止画像処理部と、前記動画像処理部による処理を行う場合に前記動画像の少なくと
も１フレームに基づいて前記静止画像処理部に入力する静止画像処理パラメータを作成す
る静止画像パラメータ作成部と、前記静止画像処理パラメータを保存する静止画像パラメ
ータ保存部とを有することを特徴とするＸ線透視撮影装置。
【請求項２】
　前記静止画像パラメータ作成部は、静止画撮影条件パラメータを作成すると共に、該静
止画撮影条件パラメータによって、静止画撮影における撮影条件を制御する撮影制御部を
有することを特徴とする請求項１に記載のＸ線透視撮影装置。
【請求項３】
　前記撮影条件とは、Ｘ線発生部の電圧、電流、曝射時間、コリメータ絞りとすることを
特徴とする請求項２に記載のＸ線透視撮影装置。
【請求項４】
　前記静止画像パラメータ作成部は、前記動画像の複数フレームを用いて、静止画像１枚
分の前記静止画像処理パラメータを出力することを特徴とする請求項１に記載のＸ線透視
撮影装置。
【請求項５】
　前記静止画像１枚分の前記静止画像処理パラメータに対する前記静止画像パラメータ作
成部への入力フレーム数は、フレームレート、Ｘ線撮影部位、撮影条件によって変更する
ことを特徴とする請求項４に記載のＸ線透視撮影装置。
【請求項６】
　前記静止画像処理パラメータの数は、フレームレート、Ｘ線撮影部位、撮影条件によっ
て変更することを特徴とする請求項４に記載のＸ線透視撮影装置。
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【請求項７】
　前記静止画像処理パラメータは、フレームレート、Ｘ線撮影部位、撮影条件によって算
出優先度を決め、該算出優先度に従って前記静止画像処理パラメータの数を決定すること
を特徴とする請求項４に記載のＸ線透視撮影装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記目的を達成するための本発明に係るＸ線透視撮影装置の技術的特徴は、Ｘ線を使用
して被写体を撮影するＸ線撮影部と、該Ｘ線撮影部で取得した生画像に対して画像処理を
する画像処理部と、該画像処理部で画像処理した診断画像を表示する表示部とを備えたＸ
線透視撮影装置において、前記画像処理部は、前記生画像が動画像である場合に前記生画
像に対し動画像処理を行う動画像処理部と、前記生画像が静止画像である場合に前記生画
像に対し静止画像処理を行う静止画像処理部と、前記動画像処理部による処理を行う場合
に前記動画像の少なくとも１フレームに基づいて前記静止画像処理部に入力する静止画像
処理パラメータを作成する静止画像パラメータ作成部と、前記静止画像処理パラメータを
保存する静止画像パラメータ保存部とを有することにある。
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